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町
指
定
文
化
財「
高
根
山
大
山
寺
山
門
」

（
以
下「
大
山
寺
山
門
」と
い
う
。）は
、大

山
寺
正
面
に
建
つ
切
妻
造
の
四
脚
門
で

す
。
切
妻
造
と
は
、
両
端
が
山
形
と
な

る
切
妻
屋
根
を
持
つ
建
物
の
こ
と
で
、

四
脚
門
と
は
、
二
本
の
本
柱
の
前
後
に

四
本
の
袖
柱
を
配
し
た
門
の
こ
と
で
す
。

　

大
山
寺
山
門
が
建
築
さ
れ
た
の
は
、

蟇
股
・
木
鼻
・
海
老
虹
梁
等
の
建
築
様

式
か
ら
、
室
町
時
代
末
期
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
築
さ
れ
た
経
緯
、
関
係
人
物

等
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
山
寺
山
門
は
、
幾
た
び
か
の
改
修

に
よ
り
、
建
築
当
初
の
姿
と
は
異
な
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
草
葺（
葦
葺
）

で
あ
っ
た
屋
根
は
瓦
葺
き
と
な
り
、
山

門
の
位
置
も
一
五
メ
ー
ト
ル
後
方
に
移

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
室
町
建

築
の
粋
を
今
に
伝
え
、
五
〇
〇
年
も
の

間
訪
れ
る
人
々
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
。

　

文
化
財
は
、
人
々
の
思
い
と
努
力
に

よ
っ
て
光
を
放
つ
も
の
で
す
。
今
後
も

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
町
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
文
化
財
を
護
り
、
よ
り
良
い
形

で
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
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富
田
　
多
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な
い
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分
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似
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供
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今
年
も
ま
た
畦
で
会
え
た
ね
蛙
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今
日
も
ま
た
茶
の
間
の
椅
子
に
腰
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わ
が
家
の
前
の
梅
花
は
満
開
に

て
ま
る
で
梅
林
眺
め
る
如
し
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